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今更であるが、捏造は論外のこと、研究過程

とその成果には new (original) であることと

uniqueであることが条件として要求される。 

育種や醸造・発酵など生活上の問題を解決す

ることが、生物学上科学的に重要な発見をもた

らした時代があり、近くはパスツールの例が挙

げられる。しかしながら、現今では所謂基礎的

な研究と応用の利く研究との乖離が指摘されて

いる。そのような事への反省からそれを有機的

に繋ごうという動きになっており、研究者間あ

るいは分野間で共同する事が勧められる。その

ような乖離が生じたのは物理・化学で言えば分

解できない最小の単位が atom でなく、更に微

小な素粒子による構成を考えなくてはならなく

なったし、生物学で言えば、生命の起源につい

て考えなくてはならなくなったことが一つの大

きな要因である。人々の生活に貢献した醸造の

発酵と腐敗、いわば葡萄酒の病気に関するパス

ツールの研究は、生物の自然発生を否定して、

感染による病気についても基本的な考え方を提

示した。他方、それ以前により基礎的な研究と

して、結晶の左方と右方の別つまり不斉をみい

だしている。長い目でみると太古には生物の自

然発生があったわけで、この結晶学の成果は生

物起源の研究に繋がる予感を持っていたようで

あるが、当時は、綿密でない実験をもとに微生

物の自然発生を唱える人があり、それに対抗す

るために、強く自然発生を否定したようである。 

 冒頭にあげた new と unique という条件か

ら言うと、どちらかといえば応用的な研究より

基礎的な研究に重きがおかれる。後者が応用か

らずれていると直ぐには言えないと同程度に前

者でも忠実で綿密な観察と測定が充分に new，

uniqueな研究を可能にするはずである。 

 話が大きく変って恐縮であるが、「コペルニク

ス的転回」という言葉がある。古くから天体観

測は行われ、我々の「地」が球と判ってからは

一層、天体が円を描いていることはほぼ共通し

た見方であった。観察・計測が詳細になるにつ

れて、黄道の傾斜や時に逆進する天体など、矛

盾が生ずると、地球を中心とする天動説側は大

きな軌道円に小さな軌道円を組み合せるなどし

て説明していった。天上にある天体が動いてい

ると言う見え方に因われて、それに都合良く合

わせるように説明していったから複雑な構図を

付加する必要があった。考えを「地球も一つの

軌道円を動いている」に変えると、矛盾が少な

く、互いの位置を変える惑星の数だけ楕円軌道

を想定すればよく、地軸の傾きを入れると黄道

の傾きも説明できることになり、コペルニクス

により地動説が提唱され、望遠鏡による更なる

詳細な観測にも合うことになり、ガリレオも地

動説に傾いた。現象の観察と計測に忠実になり

習わしの囲いを出て、パラダイムを変える結論

を得た。 

 ガリレオの没年に生まれたニュートンは運動

と力について大系化して自然認識パラダイムを

変える大転回「プリンキピア」を著した。公理
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ともいえる３法則のひとつに、遠心力と釣り合

って円運動を与えている求心力を定め、物体間

に働く引力を提唱してケプラーなどによる天体

の動きの法則を理論的に説明でき、未知のこと

も予測可能にした。天体運動の法則を導き出す

ことにより足場の転回をもたらしたけれども、

ガリレオたちは物体を投射したときの運動、着

地点は正確に予測できなかった。ニュートン以

後いまでは技術の開発により人工の天体を操る

ことができるようになっている。たしかにガリ

レオは地球の引力つまり重力を明確には意識せ

ずして重さ（質量）の違いに依らず物体の落下

速度は等しく、同時に着地することを証明する

に至った。これは振子について綿密な試行と計

測のたまものである。振子運動を与える力につ

いて何か感じていたのだが明確にできなかった。 

これまで伯楽の側について触れられたことが

少ない。われわれ指導者は若い研究者の最初の

囲いにもなる。因われないで名馬が育つような

囲いが必要である。 

          

 

 

    
    

１１１１．．．．学位論文申請書類学位論文申請書類学位論文申請書類学位論文申請書類とととと提出期限提出期限提出期限提出期限    

〔〔〔〔提出期限提出期限提出期限提出期限：：：：平成平成平成平成 18181818 年年年年 1111 月月月月 27272727 日日日日（（（（金金金金））））17171717 時時時時（（（（時間厳守時間厳守時間厳守時間厳守））））までにまでにまでにまでに医学部事務部医学部事務部医学部事務部医学部事務部庶務課庶務課庶務課庶務課にににに提出提出提出提出〕〕〕〕    

①学位論文審査願：１通 ②主論文：５通（印刷公表が望ましい）③参考論文：各３通（作成

している者のみ） ④論文目録：１通 ⑤論文要旨：１通 ⑥履歴書：１通 ⑦単位修得証明

書：１通（教務課にて準備する） ⑧写真（４×３cm）：２枚【①④⑤⑥については所定の書式

を医学部事務部庶務課にて準備しているので各自問い合わせること】 

２２２２．．．．口述試験口述試験口述試験口述試験〔〔〔〔期間期間期間期間：：：：平成平成平成平成 18181818 年年年年 2222 月月月月 1111 日日日日～～～～２２２２月月月月 16161616 日日日日〕〕〕〕    

３３３３．．．．学位記授与式学位記授与式学位記授与式学位記授与式〔〔〔〔平成平成平成平成 18181818 年年年年 3333 月月月月 22222222 日日日日〕〕〕〕    

 

   
  １０月１８日に行われた医学研究科前期入学試験の結果は下記のとおりとなっております。 

後期試験については本レター４頁のとおり実施いたします。 

 

 志願者数 受験者数 合格者数 

修士課程 8 名 8 名 8 名 

博士課程 9 名 9 名 8 名 
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大学院教育振興大学院教育振興大学院教育振興大学院教育振興プラットフォームプラットフォームプラットフォームプラットフォーム（（（（仮称仮称仮称仮称））））ののののイメージイメージイメージイメージ（（（（案案案案））））    

 

１１１１．．．．今後今後今後今後のののの大学院教育大学院教育大学院教育大学院教育のののの改革改革改革改革のののの方向性方向性方向性方向性    

各大学院における教育の実質化，学位の国際的な通用性，信頼性

の向上を図り，また世界的な教育研究拠点の形成等により，国際的

に魅力ある大学院教育の構築を進める。 

 具体的には，次に掲げる改革の方向性に沿った施策を実施する。 

◆◆◆◆各課程各課程各課程各課程ごとのごとのごとのごとの人材養成機能人材養成機能人材養成機能人材養成機能((((目的目的目的目的・・・・役割役割役割役割））））のののの明確化明確化明確化明確化    

◆◆◆◆大学院教育大学院教育大学院教育大学院教育のののの実質化実質化実質化実質化（（（（教育教育教育教育のののの課程課程課程課程のののの組織的展開組織的展開組織的展開組織的展開のののの強化強化強化強化））））とととと円滑円滑円滑円滑

なななな学位授与学位授与学位授与学位授与    

◆◆◆◆国際的国際的国際的国際的なななな通用性通用性通用性通用性，，，，信頼性信頼性信頼性信頼性のののの向上向上向上向上（（（（大学院教育大学院教育大学院教育大学院教育のののの質質質質のののの確保確保確保確保））））    

◆◆◆◆組織的基盤組織的基盤組織的基盤組織的基盤のののの充実充実充実充実とととと卓越卓越卓越卓越したしたしたした教育研究拠点教育研究拠点教育研究拠点教育研究拠点のののの形成形成形成形成（（（（世界規模世界規模世界規模世界規模でででで

のののの競争力競争力競争力競争力のののの強化強化強化強化））））    

◆◆◆◆若手教員若手教員若手教員若手教員（（（（研究者研究者研究者研究者））））等等等等のののの教育研究環境教育研究環境教育研究環境教育研究環境のののの改善改善改善改善（（（（キャリアパスキャリアパスキャリアパスキャリアパス等等等等にににに

対応対応対応対応したしたしたした体系的体系的体系的体系的なななな支援支援支援支援のののの実施実施実施実施））））    

 

２２２２．．．．実施期間実施期間実施期間実施期間    

 平成１８年度から平成２２年度までの５年間 

 ※ただし，制度改正については，できるだけ早期の実現を目指す。 

 

３３３３．．．．具体的具体的具体的具体的なななな取組施策取組施策取組施策取組施策    

◎◎◎◎：：：：主主主主としてとしてとしてとして制度制度制度制度改正改正改正改正にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    ○○○○：：：：主主主主としてとしてとしてとして取組支援取組支援取組支援取組支援にににに関関関関するするするする

事項事項事項事項    

（（（（1111））））大学院教育大学院教育大学院教育大学院教育のののの実質化実質化実質化実質化    

① 教育機能の抜本的充実 

◎課程の目的，単位の考え方の明確化 

◎修士課程及び博士課程(前期）の修了要件の見直し 

◎ＦＤの実施 

○優れた大学院教育の組織的展開・普及 

○各大学院における取組状況を広く情報提供 

② 学生への経済的支援 

◎奨学金の審査の早期化 

○特別研究員，ＴＡ，ＲＡ等の資金制度の活用 

③ 若手教員(研究者）の教育研究環境の改善 

      ○キャリアパスに応じた体系的支援 

      ○世界水準の教育研究環境の実現           など 

（（（（２２２２））））国際的国際的国際的国際的なななな通用性通用性通用性通用性，，，，信頼性信頼性信頼性信頼性のののの向上向上向上向上    

① 実効性ある大学院評価の取組を推進 

◎成績評価基準の明示と厳格な成績評価の実施 

○専門分野別自己点検・評価の促進 
○専門分野別第三者評価機関の形成・導入 

○専門分野別自己点検・評価結果の整理・公表 

② 国際貢献・交流活動の活性化 

○各大学院の国際化戦略支援              など 

（（（（３３３３））））産業界等産業界等産業界等産業界等とととと連携連携連携連携したしたしたした人材養成機能人材養成機能人材養成機能人材養成機能のののの強化強化強化強化    
① 産業界等社会のニーズと大学院教育のマッチング 

○産学協同教育プログラムの開発・実施 

○実践的なインターンシップの実施 

② 産業界等と大学等の人材の流動化 

◎博士課程短期在学コースの創設 

○大学院入学後の補完的な教育プログラム等の実施 

（（（（４４４４））））国際競争力国際競争力国際競争力国際競争力のあるのあるのあるのある卓越卓越卓越卓越したしたしたした教育研究拠点教育研究拠点教育研究拠点教育研究拠点のののの形成形成形成形成    

○２１世紀ＣＯＥプログラムの充実とポスト 21 世紀ＣＯＥプ

ログラムの具体化 

 
さる平成１７年９月に文部科学省・中央教育審議会から「新時代の大学院教育―国際的に魅

力ある大学院教育の構築に向けて－」という答申が出された。この答申はわが国の国際協力の

さらなる増強と科学技術創造立国実現のために、大学院教育が担う役割を具体的な指針として

答申されたものである。いわば数年前に出され 

た卒前医学教育のコアカリキュラムに関する「 

答申」を受けた「卒後医学教育版（大学院教育 

版）」といってよいだろう。 

この答申で最も注目するべきは、文部科学省 

が来る大学院教育改革を「大学院教育振興プラ 

ットフォーム（仮称）」というイメージで具体 

的に答申したことにある。その中で「平成１８ 

年から平成２２年までの５年間で具体的な改革 

を実施する」とされている（プラットフォーム 

の詳細は別掲を参照のこと。答申はホームペー 

ジ上でも公開されており、以下のアドレスを参 

照されたい）。もう待ったなしの大学院教育改 

革なのである。 

本学大学院医学研究科においても、この５ 

年間（平成１２～１６年度）で大きな大学院 

改革を実施した。特に平成１３年度の医学研 

究科修士課程医科学専攻の設置や平成１５年 

度の博士課程内科系・外科系専攻を個別最適 

医療系専攻へ改組転換したことが大きなウエ 

イトを占めている。これらの改革は今回の答 

申を一部先取りしたものでもある。 

しかし、今後は大学院制度を国際的に通用 

し、国際競争力を強化する制度として確立す 

ることが目的であることから、さらに大きな 

改革が見込まれている。例を挙げれば、大学 

院設置基準の改正や現行制度の見直しを含む 

新たなコースワーク（基礎医学研究と臨床医 

学研究）の設置、短期履修コースの設置、専 

門医のためのカリキュラム設定などの他、学 

位授与制度の改革、専門職大学院の充実も考 

えられている。一部の改革はＣＯＥのように 

重点的に予算配分することも考えているよう 

である。本学もこれらの動きを注視しつつ、 

可及的速やかに議論を活発化させ、よりよい 

大学院改革が実現することを願ってやまない。 

 （医学研究科 科長 赤 須  崇） 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/05090501/all.pdf 
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試験日程試験日程試験日程試験日程    

○○○○    後期後期後期後期（（（（修士修士修士修士・・・・博士博士博士博士ともにともにともにともに同一同一同一同一））））    

  出願受付期間：１月３０日（月）～２月１０日（金）※注：ほかに出願資格審査期間を設定      

試 験 日 ：２月２１日（火） 

合格発表日 ：３月１５日（水）午前１０時 

試験内容試験内容試験内容試験内容    

○○○○    修士課程修士課程修士課程修士課程（基礎医学群・社会医学群・分子生命科学群・臨床基礎看護学群）：英語・小論文・面接 

（バイオ統計学群）：英語・面接 

○○○○    博士課程博士課程博士課程博士課程：英語・面接 

出願資格出願資格出願資格出願資格・・・・出願手続出願手続出願手続出願手続きききき等等等等    

本学大学院医学研究科ホームページ、若しくは各課程平成１８年度募集要項にて確認のこと。 

ホームページホームページホームページホームページ：：：：http://www.med.kurumehttp://www.med.kurumehttp://www.med.kurumehttp://www.med.kurume----u.ac.jp/med/gmed/index.htmlu.ac.jp/med/gmed/index.htmlu.ac.jp/med/gmed/index.htmlu.ac.jp/med/gmed/index.html    

    

    
    

    

    

    

 

博士課程第１学年学生の皆様を対象に平成１８年２月中旬ごろ研究題目調査を実施します。

この調査は博士課程在学中の各自の研究テーマを調査するためのもので、久留米大学院医学研

究科規程第６条に基づき第２学年前期の始まる前までに調査することと定義されております。 

調査書類が参りましたら、期日までに必ず医学部事務部教務課まで御返送下さい。 

 

 
 

博士課程第４学年学生の皆様を対象に、平成１７年９月より今年度の学位論文提出に関し、

「研究題目調査」「学位論文提出時期に関する調査」を実施しておりましたが、まだ未提出の方

がおられます。未提出の方は至急医学部事務部教務課までご提出下さい。なお、本調査は今年

度学位論文を提出する、しないに関わらず、必ず提出していただくこととなっております。該

当者の方のご協力をお願い致します。学位論文申請に関するお問い合わせは医学部事務部庶務

課にて受け付けておりますので、ご連絡下さい。 

また、２月中旬を目途に在学期間延長に関する調査を実施する予定です。ご協力をお願いい

たします。 

 

 
編集後記 

 早いものでもう平成１７年度も師走を迎えました。１２月に入り寒い日が続いており

ますが、体調管理には充分お気をつけ下さい。（俊） 


